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【写真左から2人目】
福山商事株式会社　
　取締役　宮城　亨　様
【写真左から1人目】
福山商事株式会社　
　紙業部部長　照屋　喜一郎　様
【写真右から2人目】
　本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
　本会 常務理事 嘉陽 孝治

【写真左】　　　　　　　
JTB協定旅館ホテル連盟
　沖縄支部連合会　
　会長　平良　朝敬　様
【写真右】
　本会 事務局長 高良 正樹

JTB協定旅館ホテル連盟
　　　　沖縄支部連合会様
JTBレキオス会様（9.27）福山グループ様（9.20）

【写真左】
一般社団法人
沖縄県軍用地等地主会連合会　
　会長　又吉　信一　様
【写真右】
本会 常務理事 嘉陽 孝治

沖縄県軍用地等地主会連合会様（9.16）

【写真右から1人目】
沖縄県子ども生活福祉部
　生活企画統括監
　大城　清二　様
【写真右から3人目】
本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から2人目】
本会 事務局長 高良 正樹

【写真左から2人目】
合資会社沖縄実業　
　支配人　宮里　研作　様
【写真左から1人目】
合資会社沖縄実業　
　室長　藤本　勲　様
【写真右から4人目】
沖縄県子ども生活福祉部
　部長　宮平　道子　様

表紙の作品
「平家物語 祇園精舎の鐘の聲」

作成者 :上地 恵美子さん

寄附・寄贈者芳名（８月１日～９月30日）
ご寄附・ご寄贈いただき、誠にありがとうございました。

　
上
地
　
恵
美
子
さ
ん（
70
）は
、

書
を
書
い
て
い
た
兄
の
影
響
と
、

「
人
柄
が
表
れ
る
宛
名
書
き
を

品
よ
く
書
き
た
い
」と
思
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
書
を
始
め
ま

し
た
。

　
題
材
と
な
っ
た『
平
家
物
語
』

を「
調
和
体
だ
と
読
み
書
き
が

流
暢
に
出
来
る
か
な
、仮
名
交

じ
り
で
読
み
や
す
く
よ
り
親
し

め
る
か
な
？
」と
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
制
作
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　「
世
の
中
の
も
の
は
変
化
し
、

い
つ
か
は
衰
え
、滅
び
る
こ
と
も

あ
る
。自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
、

生
き
な
さ
い
！
作
品
自
体
が
問

い
か
け
る
。自
分
に
対
す
る
悟

り
か
な
」と
、自
身
と
対
話
し
な

が
ら
制
作
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
自
分
に
出
来
る
範
囲
の
こ
と

を
し
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
」

と
、俳
句
や
三
線
も
楽
し
み
な

が
らenjoy

さ
れ
て
る
上
地
さ

ん
で
す
♪

いのちの初夜　著者：北條　民雄

　若くしてハンセン
病と判断された著
者、北條民雄。今で
はハンセン病は治
癒する病気の１つに
なりましたが、北條
が 活 躍 し た ころ
（1935年～1937
年）は効果的な治
療薬もなく、顔や手足に病変が現れるこ
とから恐れられ、大きな差別と偏見を
もって見られていました。
　主人公である尾田高雄は23歳の青年
で、作者の北條民雄とほぼ等身大の人物
に設定されています。死と隣り合わせの
状況で見つめた「いのち」と「文学」。
コロナ禍の現在に、改めて「生命とは何
か」「自分自身の差別意識とは何か」と
考えさせられる１冊です。ぜひ沢山の
方々に読んで頂きたいです。

社会福祉ライブラリーから

本の紹介

写
真
掲
載
以
外
の
寄
附
・

寄
贈
者
芳
名

●
沖
縄
タ
オ
ル
工
業
株
式
会
社

※

本
会
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

総
務
企
画
部
ま
で

合資会社 沖縄実業様（9.28）

生活協同組合コープおきなわ様
宜野湾市社会福祉協議会様（8.9）

作品名

【写真左から1人目】
生活協同組合コープおきなわ　
　代表理事・理事長　川越　雄一郎　様
【写真左から2人目】
宜野湾市社会福祉協議会　
　会長　伊佐　友孝　様
【写真右から2人目】
本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会 常務理事 嘉陽 孝治
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沖 縄 県 社 会 福 祉 協 議 会
沖 縄 県 共 同 募 金 会

〒903-8603　那覇市首里石嶺町 4-373-1
（県総合福祉センター内）

TEL:098-887-2000　FAX:098-887-2024
ホームページ　https://www.okishakyo.or.jp/

広報誌「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

 

【
特
集
】

　
福
祉
の
人
材
確
保
と
普
及
啓
発

 

【
サ
ン
ク
ス
運
動
関
連
】
『
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
』

　
が
行
う
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
（
浦
添
市
）

 

【
施
設
紹
介
】
天
願
こ
ど
も
園

 

『
令
和
４
年
度 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
生
活
支
援
員
研
修
会
』
に
つ
い
て
、

　
県
知
事
手
交
式
に
つ
い
て

　
私
た
ち
『
新
人
職
員
』
で
す
！

 

【
ふ
く
し
＆
○
○
】
依
存
症
回
復
施
設
で
行
う
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
、

 

「
介
護
の
日
」
に
つ
い
て

　
浦
添
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
子
ど
も
支
援
活
動

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
、

　
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
子
ど
も
の
希
望
募
金
に
つ
い
て

　
寄
附
者
芳
名
、
表
紙
の
作
者
の
ご
紹
介
　
他

25 4

78910

2022.11.1

作
品
名
：「
平
家
物
語 

祇
園
精
舎
の
鐘
の
聲
」

　
　
　 （
第
12
回
か
り
ゆ
し
美
術
展
　書
の
部
／
奨
励
賞
）

作
成
者
：
上
地
　惠
美
子
さ
ん
（
宮
古
島
市
）
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ラ
ス
四
校
、
普
通
科
ク
ラ
ス
二

校
（
う
ち
一
校
は
進
路
指
導
の

一
環
）
、
支
援
学
校
一
校
の
七

つ
の
学
校
か
ら
申
込
が
あ
り
ま

し
た
。

①
福
祉
科
ク
ラ
ス

中
部
農
林
高
等
学
校
、
陽
明
高

等
学
校
、
真
和
志
高
等
学
校
、

本
部
高
等
学
校

②
普
通
科
ク
ラ
ス

マ
イ
ン
高
等
学
院
（
沖
縄
・
中

部
キ
ャ
ン
パ
ス
）
、
北
中
城
高

等
学
校
（
進
路
指
導
の
一
環
）

③
支
援
学
校
高
等
部

那
覇
み
ら
い
支
援
学
校

現
時
点
で
は
、
福
祉
系
以
外
の

大
学
・
専
門
学
校
か
ら
の
申
し

込
み
は
な
い
状
況
で
す
。

【
福
祉
科
の
ク
ラ
ス
】

　
福
祉
科
の
あ
る
高
等
学
校
で

は
、
校
内
で
学
習
す
る
福
祉
の

学
習
以
外
の
分
野
を
学
ぶ
機
会

に
し
た
い
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
で
き

な
か
っ
た
施
設
実
習
等
の
機
会

と
し
た
い
、
現
場
の
話
を
聞
か

せ
て
生
徒
へ
の
刺
激
と
し
た

い
、
進
路
選
択
な
ど
の
機
会
と

し
た
い
な
ど
、
様
々
な
理
由
で

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
真
和
志
高
等
学
校
未
来
福
祉
科
〕

　
真
和
志
高
等
学
校
は
未
来
福

祉
科
が
あ
り
、
今
回
は
１
年
生

を
対
象
に
、
障
害
分
野
、
地
域

分
野
、
高
齢
分
野
、
保
育
分
野

の
四
分
野
の
講
話
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
障
害
分
野
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
法
人
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ 

地

域
連
携
室
室
長
の
玉
城
恒
氏
ほ

か
三
人
の
講
師
を
招
聘
し
、
障

害
福
祉
に
つ
い
て
講
話
を
行
い

ま
し
た
。
施
設
の
役
割
、
障
害

に
つ
い
て
、
職
場
の
雰
囲
気
な

ど
映
像
や
写
真
を
使
っ
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
地
域
分
野
に
つ
い
て
は
、
那

覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
課
主
事
の
山
城
博
子
氏
を
招

聘
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
地

域
で
の
取
り
組
み
や
働
く
職
員

の
職
種
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
高
齢
分
野
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
法
人 

沖
縄
に
じ
の
会 

那

覇
市
地
域
密
着
型
複
合
施
設
わ

ら
て
ぃ
ー
だ
施
設
長
の
玉
城
善

孝
氏
よ
り
高
齢
福
祉
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
講
話
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
保
育
分
野
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
法
人 

雅
福
祉
会 

松
島
こ

ど
も
園
園
長
の
島
朋
子
氏
よ
り

保
育
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
ま

し
た
。
保
育
園
や
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
の
違
い
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

〔
陽
明
高
等
学
校
〕

  
陽
明
高
等
学
校
は
福
祉
科
が
あ

り
、
保
育
分
野
、
高
齢
分
野
、

地
域
分
野
の
申
込
が
あ
り
ま
し

た
。

  

保
育
分
野
に
つ
い
て
は
、
講
師

に
社
会
福
祉
法
人
愛
の
園
福
祉

会
の
統
括
園
長
の
大
城
葉
月
氏

を
招
聘
し
、
保
育
の
役
割
や
保

育
の
魅
力
や
や
り
が
い
、
職
場

の
雰
囲
気
や
様
子
に
つ
い
て
講

話
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
が

健
康
に
育
つ
こ
と
が
大
事
、
子

ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し
て
い
く

こ
と
を
生
き
が
い
に
し
て
い
る

と
い
う
保
育
の
仕
事
に
、
生
徒

た
ち
は
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

  

十
二
月
に
高
齢
分
野
、
二
月
に

地
域
分
野
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

〔
中
部
農
林
高
等
学
校
〕

  

中
部
農
林
高
等
学
校
は
福
祉
科

が
あ
り
、
障
害
分
野
、
地
域
分

野
、
保
育
分
野
、
高
齢
分
野
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
障
害
分
野
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
法
人
石
川
学
院
の
副
管
理

者
の
屋
良
朝
洋
氏
と
田
場
明
子

氏
を
招
聘
し
て
、
施
設
の
様

子
、
職
員
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
石
川

学
院
で
は
職
員
の
新
人
研
修
や

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入
し
て

業
務
や
マ
ナ
ー
を
具
体
的
に
指

導
し
て
い
ま
し
た
。
（※

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
と
は
、
職
場

生
活
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

近
い
立
場
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役

の
こ
と
）

　
地
域
分
野
に
つ
い
て
は
、
中

部
農
林
高
等
学
校
農
業
科
２
年

生
、
福
祉
科
１
年
生
に
対
し
、

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
課
係
長
の
仲
村
哉
子
氏

を
は
じ
め
３
人
の
職
員
、
さ
ら

に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
、
就
労
継
続
支
援
事
業
所 

大

夢
（
タ
イ
ム
）
代
表
の
石
川
哲

次
氏
を
招
聘
し
、
地
域
福
祉
に

つ
い
て
講
話
を
実
施
し
ま
し

た
。

 

十
月
に
保
育
分
野
、
高
齢
分
野

を
実
施
し
ま
す
。

〔
本
部
高
等
学
校
〕

　
本
部
高
等
学
校
福
祉
科
が
あ

り
、
一
年
生
を
対
象
に
児
童
分

野
に
つ
い
て
講
話
を
実
施
し
ま

し
た
。

  

講
師
は
、
社
会
福
祉
法
人 

偕
生

会
の
石
嶺
児
童
園
の
職
業
指
導

員
、
上
間
香
氏
を
招
聘
し
、
児

童
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。 

  

日
頃
、
児
童
養
護
施
設
に
は
な

じ
み
が
な
い
生
徒
は
、
生
活
の

場
で
あ
る
施
設
の
ル
ー
ル
に
つ

い
て
、
様
々
な
こ
と
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

【
普
通
科
の
ク
ラ
ス
】

  

通
信
制
高
等
学
校
の
マ
イ
ン
高

等
学
院
は
、
生
徒
の
今
後
の
進

路
に
向
け
て
、
入
門
教
室
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
マ
イ
ン
高
等
学
院
〕

  

中
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
保
育

分
野
に
つ
い
て
講
師
に
「
ひ
ま

わ
り
っ
童
ほ
い
く
え
ん
」
の
主

任
保
育
士
、
並
里
舞
氏
を
招
聘

し
「
保
育
士
と
し
て
業
務
す
る

中
で
子
供
た
ち
の
成
長
す
る
姿

を
近
く
で
見
守
り
、
自
分
自
身

も
成
長
で
き
る
保
育
士
な
ら
で

は
の
魅
力
」
に
つ
い
て
講
話
を

行
い
ま
し
た
。

  

沖
縄
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
高
齢

分
野
に
つ
い
て
講
師
に
日
赤
安

謝
福
祉
複
合
施
設
在
宅
支
援
課

長
の
仲
田
昌
雄
氏
を
招
聘
し
、

職
場
の
雰
囲
気
や
や
り
が
い
と

あ
わ
せ
て
、
児
童
館
の
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
な
ど
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
相
手
に
伝

わ
っ
て
い
る
か
が
大
切
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
」
と
の
生
徒
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

〔
北
中
城
高
等
学
校
〕

  

北
中
城
高
等
学
校
は
、
生
徒
た

ち
の
進
路
決
定
の
支
援
を
目
的

に
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
障
害
分
野
に
つ
い
て
沖
縄
中

央
療
護
園
療
護
課
係
長
の
佐
々

木
博
章
氏
を
招
聘
し
、
福
祉
の

仕
事
の
内
容
や
働
き
方
、
そ
の

魅
力
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
ま

し
た
。

　
実
際
の
現
場
で
働
く
生
の
声

を
聞
い
た
生
徒
達
か
ら
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
内
容
と

違
い
、
福
祉
の
仕
事
は
、
大
変

な
こ
と
も
あ
る
が
、
人
と
触
れ

合
う
中
で
得
ら
れ
る
思
い
や
り

や
喜
び
、
や
り
が
い
も
あ
り
社

会
的
に
必
要
な
仕
事
だ
と
思
っ

た
」
等
の
感
想
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

【
支
援
学
校
高
等
部
】

〔
那
覇
み
ら
い
支
援
学
校
〕

　
職
業
の
授
業
・
福
祉
班
と
し

て
、
卒
業
後
の
就
労
先
と
し
て

福
祉
関
連
事
業
所
を
想
定
し
て

い
る
が
、
ま
ず
は
実
際
に
働
い

て
い
る
方
の
話
を
伺
っ
て
就
労

の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
せ
た
い
と
申

込
が
あ
り
ま
し
た
。

　
那
覇
み
ら
い
支
援
学
校
は
昨

年
創
立
の
学
校
で
、
高
等
部
２

年
生
、
３
年
生
に
対
し
実
施
し

ま
し
た
。

　
高
齢
福
祉
分
野
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
法
人 

沖
縄
に
じ

の
会 

那
覇
市
地
域
密
着
型
複
合

施
設
わ
ら
て
ぃ
ー
だ
の
施
設
課

長
の
城
間
周
作
氏
を
招
聘
し
、

高
齢
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
給
料
の
質
問
に
対
し
「
以

前
よ
り
も
給
料
は
上
が
っ
て
い

ま
す
」
と
処
遇
改
善
の
話
を
回

答
し
て
い
ま
し
た
。

  

入
門
教
室
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
今
回
は
、
那
覇
市
と
う
る

ま
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
法

人
連
絡
会
の
協
力
を
得
て
、
施

設
事
業
所
へ
の
依
頼
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
、
福
祉
の
人
材
確
保

と
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、
福
祉

系
以
外
の
大
学
・
専
門
学
校
か

ら
の
申
し
込
み
が
な
い
現
状
で

す
。
し
か
し
、
福
祉
を
支
え
る

の
は
、
福
祉
現
場
で
働
く
職
員

だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
仕
事

が
福
祉
の
現
場
を
支
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
福
祉
系
以
外
の
学

生
に
対
し
て
も
、
福
祉
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

入
門
教
室
を
と
お
し
て
、
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
北
中
城
高
等
学
校
の

よ
う
に
進
路
指
導
の
一
環
と
し

て
入
門
教
室
の
活
用
に
つ
い
て

一
般
の
高
校
に
も
提
案
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
離
島
の
高
等
学

校
の
生
徒
の
中
に
は
福
祉
の
仕

事
に
興
味
関
心
の
あ
る
生
徒
も

い
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
支
援
を
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

福
祉
の
お
仕
事
入
門
教
室

の
取
り
組
み

実
施
高
等
学
校
の
入
門
教

室
の
様
子

市
町
村
社
協
の
法
人
連
絡

会
の
協
力

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

福
祉
の
人
材
確
保
と
普
及
啓
発 

〜
高
等
学
校
生
の
福
祉
の
お
仕
事
入
門
教
室
を
と
お
し
て
〜

　
県
社
協
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
将
来
、
社
会
を
担
う

高
等
学
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
支

援
や
、
福
祉
系
以
外
の
大
学
・
専

門
学
校
を
対
象
に
福
祉
の
仕
事
の

普
及
啓
発
（
魅
力
、
福
祉
の
職
場

の
職
種
、
資
格
取
得
方
法
等
）
を

目
的
に
、
『
福
祉
の
お
仕
事
入
門

教
室
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

入
門
教
室
で
は
、
六
つ
の
分
野

（
福
祉
全
般
、
高
齢
者
福
祉
分

野
、
障
害
者
福
祉
分
野
、
保
育
福

祉
分
野
、
児
童
福
祉
分
野
、
地
域

福
祉
分
野
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
実
際
に
働
い
て
い
る
現
場
の
職

員
に
よ
る
講
話
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

今
年
度
の
入
門
教
室
の
申
し
込

み
の
状
況
を
見
る
と
、
福
祉
科
ク

2022.11.1福祉情報おきなわ 2



ラ
ス
四
校
、
普
通
科
ク
ラ
ス
二

校
（
う
ち
一
校
は
進
路
指
導
の

一
環
）
、
支
援
学
校
一
校
の
七

つ
の
学
校
か
ら
申
込
が
あ
り
ま

し
た
。

①
福
祉
科
ク
ラ
ス

中
部
農
林
高
等
学
校
、
陽
明
高

等
学
校
、
真
和
志
高
等
学
校
、

本
部
高
等
学
校

②
普
通
科
ク
ラ
ス

マ
イ
ン
高
等
学
院
（
沖
縄
・
中

部
キ
ャ
ン
パ
ス
）
、
北
中
城
高

等
学
校
（
進
路
指
導
の
一
環
）

③
支
援
学
校
高
等
部

那
覇
み
ら
い
支
援
学
校

現
時
点
で
は
、
福
祉
系
以
外
の

大
学
・
専
門
学
校
か
ら
の
申
し

込
み
は
な
い
状
況
で
す
。

【
福
祉
科
の
ク
ラ
ス
】

　
福
祉
科
の
あ
る
高
等
学
校
で

は
、
校
内
で
学
習
す
る
福
祉
の

学
習
以
外
の
分
野
を
学
ぶ
機
会

に
し
た
い
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
で
き

な
か
っ
た
施
設
実
習
等
の
機
会

と
し
た
い
、
現
場
の
話
を
聞
か

せ
て
生
徒
へ
の
刺
激
と
し
た

い
、
進
路
選
択
な
ど
の
機
会
と

し
た
い
な
ど
、
様
々
な
理
由
で

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
真
和
志
高
等
学
校
未
来
福
祉
科
〕

　
真
和
志
高
等
学
校
は
未
来
福

祉
科
が
あ
り
、
今
回
は
１
年
生

を
対
象
に
、
障
害
分
野
、
地
域

分
野
、
高
齢
分
野
、
保
育
分
野

の
四
分
野
の
講
話
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
障
害
分
野
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
法
人
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ 

地

域
連
携
室
室
長
の
玉
城
恒
氏
ほ

か
三
人
の
講
師
を
招
聘
し
、
障

害
福
祉
に
つ
い
て
講
話
を
行
い

ま
し
た
。
施
設
の
役
割
、
障
害

に
つ
い
て
、
職
場
の
雰
囲
気
な

ど
映
像
や
写
真
を
使
っ
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
地
域
分
野
に
つ
い
て
は
、
那

覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
課
主
事
の
山
城
博
子
氏
を
招

聘
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
地

域
で
の
取
り
組
み
や
働
く
職
員

の
職
種
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
高
齢
分
野
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
法
人 

沖
縄
に
じ
の
会 

那

覇
市
地
域
密
着
型
複
合
施
設
わ

ら
て
ぃ
ー
だ
施
設
長
の
玉
城
善

孝
氏
よ
り
高
齢
福
祉
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
講
話
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
保
育
分
野
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
法
人 

雅
福
祉
会 

松
島
こ

ど
も
園
園
長
の
島
朋
子
氏
よ
り

保
育
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
ま

し
た
。
保
育
園
や
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
の
違
い
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

〔
陽
明
高
等
学
校
〕

  

陽
明
高
等
学
校
は
福
祉
科
が
あ

り
、
保
育
分
野
、
高
齢
分
野
、

地
域
分
野
の
申
込
が
あ
り
ま
し

た
。

  

保
育
分
野
に
つ
い
て
は
、
講
師

に
社
会
福
祉
法
人
愛
の
園
福
祉

会
の
統
括
園
長
の
大
城
葉
月
氏

を
招
聘
し
、
保
育
の
役
割
や
保

育
の
魅
力
や
や
り
が
い
、
職
場

の
雰
囲
気
や
様
子
に
つ
い
て
講

話
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
が

健
康
に
育
つ
こ
と
が
大
事
、
子

ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し
て
い
く

こ
と
を
生
き
が
い
に
し
て
い
る

と
い
う
保
育
の
仕
事
に
、
生
徒

た
ち
は
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

  

十
二
月
に
高
齢
分
野
、
二
月
に

地
域
分
野
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

〔
中
部
農
林
高
等
学
校
〕

  

中
部
農
林
高
等
学
校
は
福
祉
科

が
あ
り
、
障
害
分
野
、
地
域
分

野
、
保
育
分
野
、
高
齢
分
野
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
障
害
分
野
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
法
人
石
川
学
院
の
副
管
理

者
の
屋
良
朝
洋
氏
と
田
場
明
子

氏
を
招
聘
し
て
、
施
設
の
様

子
、
職
員
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
石
川

学
院
で
は
職
員
の
新
人
研
修
や

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入
し
て

業
務
や
マ
ナ
ー
を
具
体
的
に
指

導
し
て
い
ま
し
た
。
（※

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
と
は
、
職
場

生
活
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

近
い
立
場
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役

の
こ
と
）

　
地
域
分
野
に
つ
い
て
は
、
中

部
農
林
高
等
学
校
農
業
科
２
年

生
、
福
祉
科
１
年
生
に
対
し
、

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
課
係
長
の
仲
村
哉
子
氏

を
は
じ
め
３
人
の
職
員
、
さ
ら

に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
、
就
労
継
続
支
援
事
業
所 

大

夢
（
タ
イ
ム
）
代
表
の
石
川
哲

次
氏
を
招
聘
し
、
地
域
福
祉
に

つ
い
て
講
話
を
実
施
し
ま
し

た
。

 

十
月
に
保
育
分
野
、
高
齢
分
野

を
実
施
し
ま
す
。

〔
本
部
高
等
学
校
〕

　
本
部
高
等
学
校
福
祉
科
が
あ

り
、
一
年
生
を
対
象
に
児
童
分

野
に
つ
い
て
講
話
を
実
施
し
ま

し
た
。

  

講
師
は
、
社
会
福
祉
法
人 

偕
生

会
の
石
嶺
児
童
園
の
職
業
指
導

員
、
上
間
香
氏
を
招
聘
し
、
児

童
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。 

  

日
頃
、
児
童
養
護
施
設
に
は
な

じ
み
が
な
い
生
徒
は
、
生
活
の

場
で
あ
る
施
設
の
ル
ー
ル
に
つ

い
て
、
様
々
な
こ
と
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

【
普
通
科
の
ク
ラ
ス
】

  

通
信
制
高
等
学
校
の
マ
イ
ン
高

等
学
院
は
、
生
徒
の
今
後
の
進

路
に
向
け
て
、
入
門
教
室
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
マ
イ
ン
高
等
学
院
〕

  

中
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
保
育

分
野
に
つ
い
て
講
師
に
「
ひ
ま

わ
り
っ
童
ほ
い
く
え
ん
」
の
主

任
保
育
士
、
並
里
舞
氏
を
招
聘

し
「
保
育
士
と
し
て
業
務
す
る

中
で
子
供
た
ち
の
成
長
す
る
姿

を
近
く
で
見
守
り
、
自
分
自
身

も
成
長
で
き
る
保
育
士
な
ら
で

は
の
魅
力
」
に
つ
い
て
講
話
を

行
い
ま
し
た
。

  

沖
縄
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
高
齢

分
野
に
つ
い
て
講
師
に
日
赤
安

謝
福
祉
複
合
施
設
在
宅
支
援
課

長
の
仲
田
昌
雄
氏
を
招
聘
し
、

職
場
の
雰
囲
気
や
や
り
が
い
と

あ
わ
せ
て
、
児
童
館
の
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
な
ど
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
相
手
に
伝

わ
っ
て
い
る
か
が
大
切
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
」
と
の
生
徒
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

〔
北
中
城
高
等
学
校
〕

  

北
中
城
高
等
学
校
は
、
生
徒
た

ち
の
進
路
決
定
の
支
援
を
目
的

に
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
障
害
分
野
に
つ
い
て
沖
縄
中

央
療
護
園
療
護
課
係
長
の
佐
々

木
博
章
氏
を
招
聘
し
、
福
祉
の

仕
事
の
内
容
や
働
き
方
、
そ
の

魅
力
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
ま

し
た
。

　
実
際
の
現
場
で
働
く
生
の
声

を
聞
い
た
生
徒
達
か
ら
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
内
容
と

違
い
、
福
祉
の
仕
事
は
、
大
変

な
こ
と
も
あ
る
が
、
人
と
触
れ

合
う
中
で
得
ら
れ
る
思
い
や
り

や
喜
び
、
や
り
が
い
も
あ
り
社

会
的
に
必
要
な
仕
事
だ
と
思
っ

た
」
等
の
感
想
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

【
支
援
学
校
高
等
部
】

〔
那
覇
み
ら
い
支
援
学
校
〕

　
職
業
の
授
業
・
福
祉
班
と
し

て
、
卒
業
後
の
就
労
先
と
し
て

福
祉
関
連
事
業
所
を
想
定
し
て

い
る
が
、
ま
ず
は
実
際
に
働
い

て
い
る
方
の
話
を
伺
っ
て
就
労

の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
せ
た
い
と
申

込
が
あ
り
ま
し
た
。

　
那
覇
み
ら
い
支
援
学
校
は
昨

年
創
立
の
学
校
で
、
高
等
部
２

年
生
、
３
年
生
に
対
し
実
施
し

ま
し
た
。

　
高
齢
福
祉
分
野
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
法
人 

沖
縄
に
じ

の
会 

那
覇
市
地
域
密
着
型
複
合

施
設
わ
ら
て
ぃ
ー
だ
の
施
設
課

長
の
城
間
周
作
氏
を
招
聘
し
、

高
齢
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
給
料
の
質
問
に
対
し
「
以

前
よ
り
も
給
料
は
上
が
っ
て
い

ま
す
」
と
処
遇
改
善
の
話
を
回

答
し
て
い
ま
し
た
。

  

入
門
教
室
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
今
回
は
、
那
覇
市
と
う
る

ま
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
法

人
連
絡
会
の
協
力
を
得
て
、
施

設
事
業
所
へ
の
依
頼
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
、
福
祉
の
人
材
確
保

と
普
及
啓
発
に
つ
い
て
、
福
祉

系
以
外
の
大
学
・
専
門
学
校
か

ら
の
申
し
込
み
が
な
い
現
状
で

す
。
し
か
し
、
福
祉
を
支
え
る

の
は
、
福
祉
現
場
で
働
く
職
員

だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
仕
事

が
福
祉
の
現
場
を
支
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
福
祉
系
以
外
の
学

生
に
対
し
て
も
、
福
祉
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

入
門
教
室
を
と
お
し
て
、
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
北
中
城
高
等
学
校
の

よ
う
に
進
路
指
導
の
一
環
と
し

て
入
門
教
室
の
活
用
に
つ
い
て

一
般
の
高
校
に
も
提
案
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
離
島
の
高
等
学

校
の
生
徒
の
中
に
は
福
祉
の
仕

事
に
興
味
関
心
の
あ
る
生
徒
も

い
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
支
援
を
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

福
祉
の
お
仕
事
入
門
教
室

の
取
り
組
み

実
施
高
等
学
校
の
入
門
教

室
の
様
子

市
町
村
社
協
の
法
人
連
絡

会
の
協
力

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

福
祉
の
人
材
確
保
と
普
及
啓
発 

〜
高
等
学
校
生
の
福
祉
の
お
仕
事
入
門
教
室
を
と
お
し
て
〜

　
県
社
協
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
将
来
、
社
会
を
担
う

高
等
学
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
支

援
や
、
福
祉
系
以
外
の
大
学
・
専

門
学
校
を
対
象
に
福
祉
の
仕
事
の

普
及
啓
発
（
魅
力
、
福
祉
の
職
場

の
職
種
、
資
格
取
得
方
法
等
）
を

目
的
に
、
『
福
祉
の
お
仕
事
入
門

教
室
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

入
門
教
室
で
は
、
六
つ
の
分
野

（
福
祉
全
般
、
高
齢
者
福
祉
分

野
、
障
害
者
福
祉
分
野
、
保
育
福

祉
分
野
、
児
童
福
祉
分
野
、
地
域

福
祉
分
野
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
実
際
に
働
い
て
い
る
現
場
の
職

員
に
よ
る
講
話
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

今
年
度
の
入
門
教
室
の
申
し
込

み
の
状
況
を
見
る
と
、
福
祉
科
ク
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ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
野
菜
は
、
地
域
の

気
に
な
る
世
帯
に
配
布
し
た

り
、
公
民
館
や
子
ど
も
の
居
場

所
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
野
菜
を
配
布
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
無
人
販
売
を
実
施

し
、
売
上
は
赤
い
羽
根
共
同
募

金
に
寄
付
す
る
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
収
穫
祭
を
開

催
し
、
収
穫
し
た
野
菜
で
ヒ
ラ

ヤ
ー
チ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

じ
ゃ
が
い
も
収
穫
の
際
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
ふ
く
会
、
民

生
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で
分
担

し
、
料
理
の
仕
方
や
コ
ツ
な
ど

情
報
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
に
参
加
す

る
津
波
古
政
則
さ
ん
は
、
福
ふ

く
フ
ァ
ー
ム
に
参
加
す
る
前
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

り
、
市
役
所
か
ら
福
ふ
く

フ
ァ
ー
ム
を
紹
介
し
て
も
ら
い

参
加
し
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
最
初
は
、
野
菜
づ
く
り
の

知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

勉
強
を
し
、
失
敗
と
成
功
を
繰

り
返
し
な
が
ら
農
園
で
の
活
動

を
楽
し
ん
で
い
る
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
す
る

前
は
、
家
で
ボ
ー
と
し
て
い
る

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
活
動
を
始
め
る
と
体
力
が

つ
き
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
、

活
動
に
参
加
す
る
前
と
後
の
変

化
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
の
魅
力

は
仲
間
と
一
緒
に
農
園
で
野
菜

を
育
て
な
が
ら
、
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
る
」
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

自
分
の
考
え
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
の
で
安
心
し
て
作
業
が
で

き
る
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
「
福
ふ
く
フ
ァ
ー

ム
で
野
菜
、
お
花
い
っ
ぱ
い
植

え
て
育
て
た
い
」
「
地
域
の
た

め
に
頑
張
っ
て
活
動
し
た
い
」

と
こ
れ
か
ら
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム

で
や
り
た
い
事
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
地
域
に
は
、
身
近
な
商
店
が

閉
店
し
買
い
物
難
民
が
増
え
て

き
て
い
る
た
め
、
空
き
家
を
活

用
し
て
、
見
守
り
や
つ
な
が
り

を
兼
ね
た
「
協
同
売
店
」
を

や
っ
て
み
た
い
と
浦
添
市
神
森

中
学
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
松
原
初

美
氏
と
前
田
諒
子
氏
が
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

収
穫
し
た
野
菜

浦
添
市
神
森
中
学
校
区
　
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
の
取
り
組
み

参
加
者
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と

　
浦
添
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

市
内
５
つ
の
中
学
校
区
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

配
置
し
、
住
民
や
福
祉
関
係
者
と

協
働
し
な
が
ら
地
域
の
生
活
課
題

を
踏
ま
え
た
地
域
福
祉
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
空

き
地
を
活
用
し
た
「
共
同
農
園
」

（
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
）
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
元
々
、
「
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
」

は
、
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
男

性
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
役
割
創

出
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
今
で
は
就
労
に
不
安
を
抱
え

た
若
者
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

含
め
、
若
者
の
居
場
所
や
社
会
参

加
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
曜
日
に
よ
っ
て
参
加
人
数
は
変

わ
り
ま
す
が
、
定
期
的
に
３
名
の

方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
福
ふ
く

フ
ァ
ー
ム
で
は
、
参
加
者
が
、
好

き
な
時
間
に
来
て
、
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
農
園
で
の
水
や
り
等
、

自
分
に
出
来
る
こ
と
見
つ
け
、
参

加
者
の
自
主
性
を
引
き
出
し
な
が

「
地
域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
支
え
合
う
社
会
」
を
合
言
葉
に
は
じ
ま
っ
た
サ
ン
ク
ス
運
動
。
地
域
社
会
が
変
動
す
る
中
、
支
え
合
う

社
会
を
築
く
多
様
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ク
ス
運
動
関
連
記
事
で
は
、
県
社
協
や
各
種
団
体
で
の
取
り
組
み
や
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

……………………………………関連記事

▲津波古政則さん

▲活動様子

　天願小学校に併設されていた天願幼稚園が認定
こども園へ移行するにあたり、社会福祉法人みど
り葉福祉会が天願こども園を開園。
　小学校就学前の子どもを受け入れ、児童に対す
る教育並びに保育を必要とする児童に保育と教育
を一体的に行っています。これらの児童の健やか
な成長が図られるよう適切な環境を与えて、その
心身の発達を助長するとともに、保護者に対する
子育ての支援を行うことを目的とします。
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ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
野
菜
は
、
地
域
の

気
に
な
る
世
帯
に
配
布
し
た

り
、
公
民
館
や
子
ど
も
の
居
場

所
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
野
菜
を
配
布
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
無
人
販
売
を
実
施

し
、
売
上
は
赤
い
羽
根
共
同
募

金
に
寄
付
す
る
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
収
穫
祭
を
開

催
し
、
収
穫
し
た
野
菜
で
ヒ
ラ

ヤ
ー
チ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

じ
ゃ
が
い
も
収
穫
の
際
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
ふ
く
会
、
民

生
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で
分
担

し
、
料
理
の
仕
方
や
コ
ツ
な
ど

情
報
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
に
参
加
す

る
津
波
古
政
則
さ
ん
は
、
福
ふ

く
フ
ァ
ー
ム
に
参
加
す
る
前
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

り
、
市
役
所
か
ら
福
ふ
く

フ
ァ
ー
ム
を
紹
介
し
て
も
ら
い

参
加
し
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
最
初
は
、
野
菜
づ
く
り
の

知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

勉
強
を
し
、
失
敗
と
成
功
を
繰

り
返
し
な
が
ら
農
園
で
の
活
動

を
楽
し
ん
で
い
る
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
す
る

前
は
、
家
で
ボ
ー
と
し
て
い
る

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
活
動
を
始
め
る
と
体
力
が

つ
き
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
、

活
動
に
参
加
す
る
前
と
後
の
変

化
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
の
魅
力

は
仲
間
と
一
緒
に
農
園
で
野
菜

を
育
て
な
が
ら
、
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
る
」
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

自
分
の
考
え
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
の
で
安
心
し
て
作
業
が
で

き
る
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
「
福
ふ
く
フ
ァ
ー

ム
で
野
菜
、
お
花
い
っ
ぱ
い
植

え
て
育
て
た
い
」
「
地
域
の
た

め
に
頑
張
っ
て
活
動
し
た
い
」

と
こ
れ
か
ら
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム

で
や
り
た
い
事
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
地
域
に
は
、
身
近
な
商
店
が

閉
店
し
買
い
物
難
民
が
増
え
て

き
て
い
る
た
め
、
空
き
家
を
活

用
し
て
、
見
守
り
や
つ
な
が
り

を
兼
ね
た
「
協
同
売
店
」
を

や
っ
て
み
た
い
と
浦
添
市
神
森

中
学
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
松
原
初

美
氏
と
前
田
諒
子
氏
が
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

収
穫
し
た
野
菜

浦
添
市
神
森
中
学
校
区
　
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
の
取
り
組
み

参
加
者
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と

　
浦
添
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

市
内
５
つ
の
中
学
校
区
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

配
置
し
、
住
民
や
福
祉
関
係
者
と

協
働
し
な
が
ら
地
域
の
生
活
課
題

を
踏
ま
え
た
地
域
福
祉
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
空

き
地
を
活
用
し
た
「
共
同
農
園
」

（
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
）
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
元
々
、
「
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
」

は
、
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
男

性
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
役
割
創

出
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
今
で
は
就
労
に
不
安
を
抱
え

た
若
者
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

含
め
、
若
者
の
居
場
所
や
社
会
参

加
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
曜
日
に
よ
っ
て
参
加
人
数
は
変

わ
り
ま
す
が
、
定
期
的
に
３
名
の

方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
福
ふ
く

フ
ァ
ー
ム
で
は
、
参
加
者
が
、
好

き
な
時
間
に
来
て
、
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
農
園
で
の
水
や
り
等
、

自
分
に
出
来
る
こ
と
見
つ
け
、
参

加
者
の
自
主
性
を
引
き
出
し
な
が

「
地
域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
支
え
合
う
社
会
」
を
合
言
葉
に
は
じ
ま
っ
た
サ
ン
ク
ス
運
動
。
地
域
社
会
が
変
動
す
る
中
、
支
え
合
う

社
会
を
築
く
多
様
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ク
ス
運
動
関
連
記
事
で
は
、
県
社
協
や
各
種
団
体
で
の
取
り
組
み
や
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

……………………………………関連記事

▲津波古政則さん

▲活動様子

　天願小学校に併設されていた天願幼稚園が認定
こども園へ移行するにあたり、社会福祉法人みど
り葉福祉会が天願こども園を開園。
　小学校就学前の子どもを受け入れ、児童に対す
る教育並びに保育を必要とする児童に保育と教育
を一体的に行っています。これらの児童の健やか
な成長が図られるよう適切な環境を与えて、その
心身の発達を助長するとともに、保護者に対する
子育ての支援を行うことを目的とします。
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令
和
４
年
度
　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

生
活
支
援
員
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

福
祉
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て

沖
縄
県
社
会
福
祉
施
策
・
予
算
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
要
請
書
を
県
知
事
へ
提
出

沖
縄
県
精
神
保
健
福
祉
連
合
会

の
増
山
幸
司
事
務
局
長
か
ら

「
様
々
な
環
境
や
背
景
に
生
き

る
利
用
者
さ
ん
と
の
向
き
合
い

方
」
と
題
し
て
、
利
用
者
の
話

を
聞
く
コ
ツ
や
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
、
講
師
自
身
の
経

験
か
ら
、
自
身
が
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
を
講
義
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
本
県
に
お
け
る
本
事
業
の
特

性
と
し
て
、
精
神
障
害
者
の
利

用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
統
合
失

調
症
や
う
つ
病
を
患
う
方
々
の

特
徴
や
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
援
者
と
し
て
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
方
々
の

話
を
聞
く
と
き
は
お
互
い
の
世

界
観
を
分
か
ち
合
い
、
思
い
込

み
や
前
提
を
持
ち
込
ま
ず
に
傾

聴
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
と
め
と
し
て
、
増
山
氏
か

ら
「
支
援
者
と
し
て
自
己
理
解

を
深
め
、
自
分
自
身
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
通
し
て
こ
そ
、
他

者
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
っ
た
、
共
生
社
会
の

理
念
に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
本
研
修
会
の
動
画
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
各
市
町
村
社
協
に

て
各
生
活
支
援
員
と
視
聴
し
て

学
習
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
本
研
修
会
は
こ

れ
か
ら
生
活
支
援
員
と
し
て
活

動
を
希
望
す
る
方
に
も
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
の
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
や
障
害

者
の
地
域
生
活
移
行
に
よ
り
、
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
以
下

「
本
事
業
」
と
い
う
）
の
利
用
者

は
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
利
用
者
へ

支
援
を
行
う
生
活
支
援
員
の
活
動

へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
県
社
協
で
は
、
本
事
業
に
従
事

す
る
生
活
支
援
員
等
を
対
象
に
、

事
業
の
基
本
的
な
理
解
、
利
用
者

支
援
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習

得
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
生
活
支

援
員
研
修
会
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
）
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
講
義
動
画
を
２

本
作
成
し
、
配
信
し
ま
し
た
。

　
講
義
１
で
は
、
県
社
協
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に

お
け
る
生
活
支
援
員
の
基
本
姿
勢

と
は
」
と
題
し
て
、
本
事
業
の
概

要
や
生
活
支
援
員
と
し
て
の
基
本

姿
勢
、
記
録
の
取
り
方
・
書
き

方
、
専
門
員
等
と
の
支
援
に
関
す

る
情
報
共
有
・
振
り
返
り
の
重
要

性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
講
義
２
で
は
、
公
益
社
団
法
人

▲講師を務める沖縄県精神保健福祉会連合会 増山事務局長

▲玉城デニー県知事に要請書を手渡す
　湧川昌秀会長

　
沖
縄
県
社
会
福
祉
施
策
・
予

算
対
策
協
議
会
（
湧
川
昌
秀
会

長
）
代
表
団
９
名
は
、
８
月
30

日
、
県
庁
を
訪
れ
、
「
令
和
５

年
度
県
福
祉
施
策
・
予
算
に
対

す
る
要
請
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。

　
手
交
式
で
は
、
湧
川
会
長
よ

り
、
「
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
い
ま
っ
て
、
福
祉
課

題
は
深
刻
さ
を
増
し
て
お
り
、

さ
ら
な
る
福
祉
施
策
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
全
て
の
要

請
案
件
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、

最
大
限
の
配
慮
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
全
29
項

目
の
要
請
書
を
玉
城
県
知
事
へ

手
渡
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
要
請
は
、
新
規
15
項

目
、
継
続
14
項
目
の
全
29
項
目

に
上
り
ま
す
。

　
新
規
項
目
と
し
て
、
老
人
福

祉
部
会
か
ら
は
、
介
護
職
以
外

に
も
調
理
員
や
事
務
員
等
の
人

材
確
保
も
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る

「
島
し
ょ
地
域
介
護
人
材
確
保

対
策
事
業
」
の
補
助
対
象
要
件

の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

　
要
請
書
を
受
け
取
っ
た
玉
城

県
知
事
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
や
災
害
を
は
じ
め
、
福
祉

分
野
に
お
け
る
課
題
等
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
改
め
て
県
の
責

任
の
重
さ
を
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
や
関
係

機
関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
社
会
福
祉
施
策
・
予

算
対
策
協
議
会
で
は
、
９
月
に

県
内
全
市
町
村
及
び
市
町
村
議

会
に
対
し
て
も
、
福
祉
施
策
の

充
実
や
予
算
確
保
に
関
す
る
要

請
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
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１．県社協への入職を希望した理由
県社協の地域生活定着支援センター嘱託職員として4年間勤務する中で、現在の福祉制度や取り組みだけでは、
支援の網の目から零れてしまう方が多くいることを痛感しました。県社協では各種事業や研修会等を通して、福
祉への理解促進や地域力の拡充・強化等に携わることができると考え、入職を希望しました。

２．現在の仕事の内容
地域生活定着支援センター職員として、刑務所や拘置所等に入所している高齢・障害者の「退所後、地域で
安定した生活が送れるよう支援してほしい」という気持ちに寄り添い、地域社会の一員として日常生活が営める
よう環境調整等の相談支援業務を行っています。

３．仕事をするうえで大切にしていること
常に疑問を持ち、深く理解するために俯瞰して業務を行うことを大切にしています。また、仕事にまい進するため
にもしっかりと休息し体調管理を徹底する事を大切にしています。

４．今後の抱負（一言メッセージ）
何事にも全集中で取り組み、「福祉の呼吸」が使えるよう精進します。さらに向こうへ！！

１．県社協への入職を希望した理由
社会福祉士取得後、就労支援B型事業所で支援員として一年間従事しました。利用者の福祉ニーズを知り、
実現させるためには自らのスキルアップが必要だと強く感じました。そのためにも、さらに地域福祉を学び、県
内の福祉ニーズに寄り添った支援を提案していく福祉職になりたいと思い、県社協への入職を希望しました。

２．現在の仕事の内容
福祉サービス運営適正化委員会の事務局員として、福祉サービス利用者からの苦情相談の対応を主にしてい
ます。苦情は「福祉サービス事業者にとって決して消極的なもの」ではありません。苦情相談を受けた際には、
改善へのヒントを拾い上げられるように、相談者の話を傾聴し、事業者に利用者ニーズとして伝えられるように
しています。

３．仕事をするうえで大切にしていること
悩んだり、困った時は、まず上司に相談し、一緒に解決策を考えるようにしています。

４．今後の抱負（一言メッセージ）
一人一人の気持ちに寄り添える福祉職を目指します。

仲村　和馬さん
（地域生活定着支援センター）

令和 4年 4月採用

大城　昇次郎さん
（福祉サービス運営適正化委員会）

令和 4年 4月採用

私たち「新人職員」です！（沖縄県社協の職員紹介）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和４年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22
職員等の補償プラン33
法人役員等の補償プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

保険期間１年

新型コロナウイルスを含む特定感染症に新たな補償が追加されました！

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
NEW 施設の感染症対応費用補償

（SJ21-12224から抜粋）
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ふくし
○○コーナー

&

「
介
護
の
日
」講
演
会

　
　
　〜
介
護
、出
会
い
、こ
れ
か
ら
〜

　
県
内
の
依
存
症
回
復
施
設
が
実

践
す
る
『
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
』
に

つ
い
て
、
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

《
取
材
先
の
ご
紹
介
》

　
今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
沖
縄
県
内
に
デ
イ
ケ
ア
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
５
つ
の
拠

点
を
も
つ
『
ワ
ン
ネ
ス
財
団
　
沖

縄
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
』
（
南
城
市
）

で
す
。

　
ワ
ン
ネ
ス
財
団
は
17
年
前
に
奈

良
県
で
設
立
し
、
９
年
前
に
沖
縄

県
に
進
出
。
現
在
は
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
て
い
る
す
べ
て
の
人
を
対

象
と
し
、
各
種
依
存
症
分
野
で
も

自
立
し
て
い
く
た
め
の
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
団
体
で

す
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
を
元
に
し

た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
、

利
用
者
が
『
幸
福
感
』
を
感
じ
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
や
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

《
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
と
は
》

　
沖
縄
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
施
設
長
の

島
辺
岳
志
氏
に
よ
る
と
、
「
『
馬

は
人
を
映
す
鏡
』
で
あ
る
」
と
の

こ
と
で
す
。
馬
の
お
世
話
を
日
々

行
い
、
馬
に
優
し
く
す
る
人
に
は

懐
き
、
人
が
緊
張
や
不
安
で
心
が

乱
れ
て
い
る
時
は
馬
も
落
ち
着
か

な
く
な
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
お
世
話
や
乗
馬
で
体

全
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
心
と
体

の
問
題
に
総
合
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
ま
す
。

《
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
導
入
後
の
利

用
者
の
変
化
》

　
利
用
者
Ａ
氏
に
も
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
Ａ
氏
は
、
「
以
前
、
人
と
話
す

の
が
苦
手
で
周
囲
と
の
人
間
関
係

を
色
々
と
考
え
な
が
ら
接
す
る
の

が
つ
ら
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ホ
ー
ス
セ
ラ

ピ
ー
に
参
加
す
る
事
で
周
囲
と
の

評
価
を
気
に
せ
ず
、
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
で
居
ら
れ
て
、
そ
れ
が
自

　
県
社
協
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー
で
は
、
11
月
11
日
（
金
）
の

「
介
護
の
日
」
に
ち
な
み
、
下
記

の
日
程
で
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
上

与
那
原
寛
和
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
「
介
護
、
出
会
い
、
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
て
行
い
ま
す
。
上
与

那
原
氏
は
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
株

式
会
社
所
属
の
車
い
す
陸
上
の
選

手
で
す
。
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
車
イ
ス
陸
上

競
技
男
子
４
０
０
ｍ
（
Ｔ
52
）
、

男
子
１
５
０
０
ｍ
（
Ｔ
52
）
に
て

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
51
歳

と
な
っ
た
今
も
現
役
の
パ
ラ
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
車
い
す
生
活
を
始
め
て
23
年

の
上
与
那
原
氏
は
介
護
を
受
け
る

以
前
は
ス
ポ
ー
ツ
と
無
縁
で
し

た
。

　
今
回
の
講
演
会
で
は
介
護
を
受

け
る
側
の
思
い
、
家
族
や
介
護

者
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
出
会
い

か
ら
得
た
気
づ
き
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
介
護
に
つ
い
て
聞
き
手
を

交
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
介
護
の
日
」
講
演
会
〜
介
護
、

出
会
い
、
こ
れ
か
ら
〜
　

講
演
者 

上
与
那
原 

寛
和
氏

日
時
：
11
月
９
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

場
所
：
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
東
棟
　
ゆ
い
ほ
ー
る

入
場
：
無
料

定
員
：
１
５
０
名
（
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
）

参
加
申
し
込
み
方
法
：
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先
　
　 

沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー

（
電
話
）
０
９
８
（
８
８
２
）
１

４
８
４

己
肯
定
感
や
癒
し
に
繋
が
っ
て
い

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

《
笑
顔
の
循
環
・
つ
な
が
り
》

　
島
辺
施
設
長
は
「
ホ
ー
ス
セ
ラ

ピ
ー
後
、
利
用
者
の
笑
顔
や
会
話

が
増
え
、
施
設
全
体
が
明
る
く
な

り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
「
馬
の
糞
は
毎
朝
利
用
者

が
回
収
し
、
近
隣
の
農
家
に
堆
肥

と
し
て
提
供
す
る
等
の
地
域
と
の

つ
な
が
り
も
生
ま
れ
た
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

《
今
後
の
取
り
組
み
》

　
島
辺
施
設
長
は
、
「
依
存
症
だ

け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
理
由

で
、
社
会
生
活
が
営
め
な
く
な
っ

た
人
々
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、
『
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
き

直
す
』
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
手

伝
い
し
た
い
。
ま
た
、
卒
業
後
も

利
用
者
達
に
と
っ
て
拠
り
所
と
な

る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
浦
添
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
関

係
団
体
や
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
と
連
携
し
た
夏
休
み
の
食
事

支
援
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

【
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ

り
、
困
窮
世
帯
が
増
加
し
て
、
そ

の
世
帯
の
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
も
変
化
し
て
い
る
状
況
で
し

た
。

　
地
域
全
体
で
子
供
の
成
長
を
支

え
る
と
い
う
主
体
的
な
意
識
の
向

上
を
め
ざ
し
、
地
域
で
困
り
ご
と

を
抱
え
る
世
帯
に
対
し
、
職
を
通

じ
た
支
援
に
よ
り
世
帯
と
つ
な
が

り
、
関
係
性
を
深
め
な
が
ら
、
家

庭
の
問
題
や
予
兆
に
気
づ
き
、
必

要
な
支
援
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
モ
デ
ル
小
学
校
区
の
指
定
】

　
令
和
三
年
八
月
、
沖
縄
食
糧
株

式
会
社
、
株
式
会
社
沖
食
商
事
、

沖
食
ス
イ
ハ
ン
株
式
会
社
と
浦
添

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
定
を
結

び
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
な
さ

れ
、
昨
年
度
の
夏
休
み
に
神
森
小

学
校
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
一
回
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

【
市
内
十
一
小
学
校
区
へ
の
実
施
】

  

モ
デ
ル
地
区
の
実
績
を
受
け
止

め
て
、
令
和
三
年
の
十
二
月
に
は

市
内
十
一
の
小
学
校
で
一
回
実
施

さ
れ
、
令
和
四
年
八
月
に
は
市
内

十
一
の
小
学
校
で
夏
休
み
の
間
に

四
回
の
で
い
ご
君
弁
当
の
配
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ろ
う
き
ん
推
進
委
員
会
か
ら
、

金
銭
的
な
支
援
が
あ
っ
た
こ
と

と
、
配
達
は
市
内
の
民
生
委
員
が

単
位
民
児
協
ご
と
に
分
担
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
弁
当
配
達
は
二
八
六
世
帯
か
ら

申
し
込
み
が
あ
り
、
延
べ
三
二
八

九
食
が
配
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
直
接
的
支
援
と
し
て
、
お
弁
当

を
自
宅
に
届
け
る
こ
と
と
、
間
接

的
に
は
、
配
達
先
の
困
り
ご
と
な

ど
を
把
握
す
る
と
い
う
目
的
も
加

え
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

  

時
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

す
る
情
報
の
提
供
と
、
専
門
機
関

と
連
携
し
た
支
援
も
取
り
組
む
こ

と
も
視
野
に
入
れ
た
そ
う
で
す
。

　
お
弁
当
を
受
け
取
っ
た
世
帯
は

申
し
込
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
夏

休
み
の
間
、
仕
事
で
自
宅
に
子
ど

も
だ
け
が
留
守
番
を
し
て
い
る
た

め
」
「
子
育
て
世
代
の
支
援
に
な

り
助
か
る
か
ら
」
と
い
う
声
も
多

数
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
収
入
が
減

り
家
計
が
苦
し
い
」
「
子
供
と
一

緒
に
で
い
ご
君
弁
当
を
食
べ
ら
れ

る
か
ら
」
と
い
う
声
も
多
数
あ
り

ま
し
た
。

景色もよく、利用者も馬ものびのびと
過ごされていました。

沖縄GARDEN
施設長 島辺岳志氏

ふ
く
し
＆
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー

〜『
馬
』を
通
し
て
、『
私
』を
見
つ
め
な
お
す
〜

で
い
ご
君
弁
当
で
夏
休
み
の
食
事
支
援（
浦
添
市
社
協
）

　
そ
の
ほ
か
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
収
入
が
減
り
家
計
が
苦
し

い
」
「
子
供
と
一
緒
に
で
い
ご
君

弁
当
を
食
べ
ら
れ
る
か
ら
」
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

【
浦
添
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
配
達
の
協
力
】

  

こ
の
配
達
に
は
延
べ
二
八
三
人

の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
配
達
先
、
配
達
個
数
を
調
整

し
、
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
の
間
に
申
込
者
に
配
達
し
て

い
き
ま
す
。

　
基
本
的
に
民
生
委
員
が
担
当
す

る
地
域
を
配
達
す
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
実
態
把
握
と
い
う
意
識
で

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
配
達
先
を

訪
問
先
が
不
在
の
場
合
は
二
度
三

　
高
齢
者
の
方
々
が
永
年
培
っ

た
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、
希

望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
紹

介
す
る
無
料
職
業
紹
介
事
業
を

実
施
。

【
対
象
】

概
ね
六
〇
歳
以
上

【
開
所
日
】

平
日
九
時
か
ら
一
七
時
ま
で

【
場
所
】

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

西
棟
三
階

（
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
内
）

【
電
話
番
号
】

〇
九
八-

八
八
七- 

〇
一
四
八

出
張
相
談
の
開
催

　
毎
月
、第
二
、第
四
水
曜
日
に

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
沖
縄
に

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

※

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
沖
縄

（
〇
九
八-

八
六
五-

五
〇
〇

六
）に
事
前
予
約
が
必
要

高
齢
者
に
無
料
で
お
仕
事
の
あ

っ
せ
ん
・
紹
介
を
し
て
い
ま
す

度
と
訪
問
し
て
配
達
を
行
い
ま
し

た
。
お
弁
当
を
受
け
取
っ
た
子
ど

も
た
ち
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
言
葉
に
は
、
昼
の
暑

さ
も
疲
れ
も
忘
れ
さ
せ
る
爽
快
感

を
覚
え
た
と
の
声
も
あ
り
ま
し

た
。
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ふくし
○○コーナー

&

「
介
護
の
日
」講
演
会

　
　
　〜
介
護
、出
会
い
、こ
れ
か
ら
〜

　
県
内
の
依
存
症
回
復
施
設
が
実

践
す
る
『
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
』
に

つ
い
て
、
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

《
取
材
先
の
ご
紹
介
》

　
今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
沖
縄
県
内
に
デ
イ
ケ
ア
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
５
つ
の
拠

点
を
も
つ
『
ワ
ン
ネ
ス
財
団
　
沖

縄
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
』
（
南
城
市
）

で
す
。

　
ワ
ン
ネ
ス
財
団
は
17
年
前
に
奈

良
県
で
設
立
し
、
９
年
前
に
沖
縄

県
に
進
出
。
現
在
は
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
て
い
る
す
べ
て
の
人
を
対

象
と
し
、
各
種
依
存
症
分
野
で
も

自
立
し
て
い
く
た
め
の
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
団
体
で

す
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
を
元
に
し

た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
、

利
用
者
が
『
幸
福
感
』
を
感
じ
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
や
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

《
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
と
は
》

　
沖
縄
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
施
設
長
の

島
辺
岳
志
氏
に
よ
る
と
、
「
『
馬

は
人
を
映
す
鏡
』
で
あ
る
」
と
の

こ
と
で
す
。
馬
の
お
世
話
を
日
々

行
い
、
馬
に
優
し
く
す
る
人
に
は

懐
き
、
人
が
緊
張
や
不
安
で
心
が

乱
れ
て
い
る
時
は
馬
も
落
ち
着
か

な
く
な
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
お
世
話
や
乗
馬
で
体

全
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
心
と
体

の
問
題
に
総
合
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
ま
す
。

《
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
導
入
後
の
利

用
者
の
変
化
》

　
利
用
者
Ａ
氏
に
も
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
Ａ
氏
は
、
「
以
前
、
人
と
話
す

の
が
苦
手
で
周
囲
と
の
人
間
関
係

を
色
々
と
考
え
な
が
ら
接
す
る
の

が
つ
ら
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ホ
ー
ス
セ
ラ

ピ
ー
に
参
加
す
る
事
で
周
囲
と
の

評
価
を
気
に
せ
ず
、
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
で
居
ら
れ
て
、
そ
れ
が
自

　
県
社
協
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー
で
は
、
11
月
11
日
（
金
）
の

「
介
護
の
日
」
に
ち
な
み
、
下
記

の
日
程
で
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
上

与
那
原
寛
和
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
「
介
護
、
出
会
い
、
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
て
行
い
ま
す
。
上
与

那
原
氏
は
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
株

式
会
社
所
属
の
車
い
す
陸
上
の
選

手
で
す
。
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
車
イ
ス
陸
上

競
技
男
子
４
０
０
ｍ
（
Ｔ
52
）
、

男
子
１
５
０
０
ｍ
（
Ｔ
52
）
に
て

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
51
歳

と
な
っ
た
今
も
現
役
の
パ
ラ
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
車
い
す
生
活
を
始
め
て
23
年

の
上
与
那
原
氏
は
介
護
を
受
け
る

以
前
は
ス
ポ
ー
ツ
と
無
縁
で
し

た
。

　
今
回
の
講
演
会
で
は
介
護
を
受

け
る
側
の
思
い
、
家
族
や
介
護

者
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
出
会
い

か
ら
得
た
気
づ
き
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
介
護
に
つ
い
て
聞
き
手
を

交
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
介
護
の
日
」
講
演
会
〜
介
護
、

出
会
い
、
こ
れ
か
ら
〜
　

講
演
者 

上
与
那
原 

寛
和
氏

日
時
：
11
月
９
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

場
所
：
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
東
棟
　
ゆ
い
ほ
ー
る

入
場
：
無
料

定
員
：
１
５
０
名
（
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
）

参
加
申
し
込
み
方
法
：
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先
　
　 

沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー

（
電
話
）
０
９
８
（
８
８
２
）
１

４
８
４

己
肯
定
感
や
癒
し
に
繋
が
っ
て
い

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

《
笑
顔
の
循
環
・
つ
な
が
り
》

　
島
辺
施
設
長
は
「
ホ
ー
ス
セ
ラ

ピ
ー
後
、
利
用
者
の
笑
顔
や
会
話

が
増
え
、
施
設
全
体
が
明
る
く
な

り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
「
馬
の
糞
は
毎
朝
利
用
者

が
回
収
し
、
近
隣
の
農
家
に
堆
肥

と
し
て
提
供
す
る
等
の
地
域
と
の

つ
な
が
り
も
生
ま
れ
た
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

《
今
後
の
取
り
組
み
》

　
島
辺
施
設
長
は
、
「
依
存
症
だ

け
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
理
由

で
、
社
会
生
活
が
営
め
な
く
な
っ

た
人
々
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、
『
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
き

直
す
』
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
手

伝
い
し
た
い
。
ま
た
、
卒
業
後
も

利
用
者
達
に
と
っ
て
拠
り
所
と
な

る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
浦
添
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
関

係
団
体
や
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
と
連
携
し
た
夏
休
み
の
食
事

支
援
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

【
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ

り
、
困
窮
世
帯
が
増
加
し
て
、
そ

の
世
帯
の
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
も
変
化
し
て
い
る
状
況
で
し

た
。

　
地
域
全
体
で
子
供
の
成
長
を
支

え
る
と
い
う
主
体
的
な
意
識
の
向

上
を
め
ざ
し
、
地
域
で
困
り
ご
と

を
抱
え
る
世
帯
に
対
し
、
職
を
通

じ
た
支
援
に
よ
り
世
帯
と
つ
な
が

り
、
関
係
性
を
深
め
な
が
ら
、
家

庭
の
問
題
や
予
兆
に
気
づ
き
、
必

要
な
支
援
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
モ
デ
ル
小
学
校
区
の
指
定
】

　
令
和
三
年
八
月
、
沖
縄
食
糧
株

式
会
社
、
株
式
会
社
沖
食
商
事
、

沖
食
ス
イ
ハ
ン
株
式
会
社
と
浦
添

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
定
を
結

び
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
な
さ

れ
、
昨
年
度
の
夏
休
み
に
神
森
小

学
校
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
一
回
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

【
市
内
十
一
小
学
校
区
へ
の
実
施
】

  

モ
デ
ル
地
区
の
実
績
を
受
け
止

め
て
、
令
和
三
年
の
十
二
月
に
は

市
内
十
一
の
小
学
校
で
一
回
実
施

さ
れ
、
令
和
四
年
八
月
に
は
市
内

十
一
の
小
学
校
で
夏
休
み
の
間
に

四
回
の
で
い
ご
君
弁
当
の
配
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ろ
う
き
ん
推
進
委
員
会
か
ら
、

金
銭
的
な
支
援
が
あ
っ
た
こ
と

と
、
配
達
は
市
内
の
民
生
委
員
が

単
位
民
児
協
ご
と
に
分
担
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
弁
当
配
達
は
二
八
六
世
帯
か
ら

申
し
込
み
が
あ
り
、
延
べ
三
二
八

九
食
が
配
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
直
接
的
支
援
と
し
て
、
お
弁
当

を
自
宅
に
届
け
る
こ
と
と
、
間
接

的
に
は
、
配
達
先
の
困
り
ご
と
な

ど
を
把
握
す
る
と
い
う
目
的
も
加

え
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

  

時
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

す
る
情
報
の
提
供
と
、
専
門
機
関

と
連
携
し
た
支
援
も
取
り
組
む
こ

と
も
視
野
に
入
れ
た
そ
う
で
す
。

　
お
弁
当
を
受
け
取
っ
た
世
帯
は

申
し
込
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
夏

休
み
の
間
、
仕
事
で
自
宅
に
子
ど

も
だ
け
が
留
守
番
を
し
て
い
る
た

め
」
「
子
育
て
世
代
の
支
援
に
な

り
助
か
る
か
ら
」
と
い
う
声
も
多

数
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
収
入
が
減

り
家
計
が
苦
し
い
」
「
子
供
と
一

緒
に
で
い
ご
君
弁
当
を
食
べ
ら
れ

る
か
ら
」
と
い
う
声
も
多
数
あ
り

ま
し
た
。

景色もよく、利用者も馬ものびのびと
過ごされていました。

沖縄GARDEN
施設長 島辺岳志氏

ふ
く
し
＆
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー

〜『
馬
』を
通
し
て
、『
私
』を
見
つ
め
な
お
す
〜

で
い
ご
君
弁
当
で
夏
休
み
の
食
事
支
援（
浦
添
市
社
協
）

　
そ
の
ほ
か
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
収
入
が
減
り
家
計
が
苦
し

い
」
「
子
供
と
一
緒
に
で
い
ご
君

弁
当
を
食
べ
ら
れ
る
か
ら
」
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

【
浦
添
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
配
達
の
協
力
】

  

こ
の
配
達
に
は
延
べ
二
八
三
人

の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
配
達
先
、
配
達
個
数
を
調
整

し
、
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
の
間
に
申
込
者
に
配
達
し
て

い
き
ま
す
。

　
基
本
的
に
民
生
委
員
が
担
当
す

る
地
域
を
配
達
す
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
実
態
把
握
と
い
う
意
識
で

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
配
達
先
を

訪
問
先
が
不
在
の
場
合
は
二
度
三

　
高
齢
者
の
方
々
が
永
年
培
っ

た
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、
希

望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
紹

介
す
る
無
料
職
業
紹
介
事
業
を

実
施
。

【
対
象
】

概
ね
六
〇
歳
以
上

【
開
所
日
】

平
日
九
時
か
ら
一
七
時
ま
で

【
場
所
】

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

西
棟
三
階

（
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
内
）

【
電
話
番
号
】

〇
九
八-

八
八
七- 

〇
一
四
八

出
張
相
談
の
開
催

　
毎
月
、第
二
、第
四
水
曜
日
に

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
沖
縄
に

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

※

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
沖
縄

（
〇
九
八-

八
六
五-

五
〇
〇

六
）に
事
前
予
約
が
必
要

高
齢
者
に
無
料
で
お
仕
事
の
あ

っ
せ
ん
・
紹
介
を
し
て
い
ま
す

度
と
訪
問
し
て
配
達
を
行
い
ま
し

た
。
お
弁
当
を
受
け
取
っ
た
子
ど

も
た
ち
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
言
葉
に
は
、
昼
の
暑

さ
も
疲
れ
も
忘
れ
さ
せ
る
爽
快
感

を
覚
え
た
と
の
声
も
あ
り
ま
し

た
。
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お問い合わせは。。。
沖縄県共同募金会
那覇市首里石嶺町4-373-1
沖縄県総合福祉センター西棟4階
TEL（098）882-4353
FAX（098）882-4270
https://www.okishakyo.or.jp/

りゅうちゃん子どもの希望
募 金

子
ど
も
た
ち
の

〝
安
心
し
た
生
活
〞と〝
未
来
を
応
援
〞す
る

 
 
 

民
間
団
体
の
取
組
み
を
応
援
！

　
わ
が
国
で
は
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
沖
縄
で
は
全
国
最
下
位
の
県
民
所
得
や
生
活
コ
ス
ト
の
割
高
か
ら
、
貧
困
率
は
全
国

平
均
の
２
倍
と
高
く
な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
い
現
状
で
す
。

　
琉
球
新
報
社
と
沖
縄
県
共
同
募
金
会
で
は
、
こ
の
現
状
を
解
消
し
た
い
と
平
成
27
年
度

か
ら
「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
子
ど
も
の
希
望
募
金
」
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
食
堂
や
無
料
学
習

塾
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
応
援
す
る
目
的
で
募
金

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

助成団体からのメッセ～ジ
　子ども食堂は孤立する子どもたちの居場所となっ
ていると同時に、ひとり親の育児の悩みを相談でき
る場所となっています。

助
成
団
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
〜
ジ

　
学
校
で
も
家
庭
で
も
な
い
居
場

所
で
、
社
会
の
現
状
や
課
題
解
決

を
学
べ
ま
し
た
。

義
援
金
は
①
令
和
４
年
８
月
大
雨

災
害（
青
森
・
山
形
・
新
潟
・
石
川
・

福
井
）②
令
和
４
年
７
月
大
雨
災

害
・
宮
城
③
令
和
４
年
台
風
15
号

災
害
静
岡
県
で
す
。振
込
に
つ
い

て
は
、
沖
縄

県
共
同
募
金

会
ま
で
、
電

話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
昨
年
と
一
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の

た
め
開
催
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た

が
、
全
日
本
空
輸
㈱
の
ご
協
力
に

よ
り
那
覇
市
で
「
赤
い
羽
根
空
の

第
一
便
伝
達
式
」、
日
本
ト
ラ
ン

ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空
㈱
の
ご
協
力

に
よ
り
石
垣
市
と
宮
古
島
市
で

「
赤
い
羽
根
空
の
美
ら
島
便
伝
達

式
」を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
伝
達
式
は
共
同
募
金
運
動
の

広
報
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
全
国
で
行

わ
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
大
臣
お

　
共
同
募
金
会
で
は
、
国
内
で
発

生
す
る
災
害
に
対
し
て
義
援
金
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
義
援
金
は
、
災
害
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
方
へ
の
見
舞
金
と
し
て
、

被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
の
再
建
を

支
え
る
資
金
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
30
日
現
在
受
け
付
け
中
の

災
害
義
援
金
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
！

赤
い
羽
根
共
同
募
金
と

　
　歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

●募金期間は通年です。
●同一金融機関の窓口での振込みに限り、振込手数料が
免除されます。
●法人、個人の寄付者の方は税金の優遇措置がうけられま
す。（くわしくは、本会のホームページをご覧ください）

口座名義【各金融機関共通】

社会福祉法人沖縄県共同募金会 会 長　湧 川 昌 秀
シャカイフクシホウジンオキナワケンキョウドウボキンカイ  カイチョウ　  ワク ガワ マサ ヒデ

銀行名 支店名 種類 口座番号
琉球銀行

沖縄銀行

沖縄海邦銀行

沖縄県農業協同組合

コザ信用金庫

石嶺

石嶺

汀良

首里

安里

476739

1550468

0264480

0047634

0019262

普通

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
戦
後

間
も
な
い
昭
和
22
年
に
市
民
が
主

体
の
民
間
運
動
と
し
て
始
ま
り
、

社
会
福
祉
法
に
基
づ
い
て
地
域
福

祉
推
進
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
化

の
な
か
で
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

出
来
る
よ
う
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良

く
す
る
し
く
み
」
と
し
て
募
金
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
共

同
募
金
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
通
じ

て
呼
び
か
け
て
い
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳

末
た
す
け
あ
い
」
と
、
市
町
村
を

単
位
に
民
生
委
員
児
童
委
員
や
社

会
福
祉
協
議
会
等
が
中
心
と
な
り

行
っ
て
い
る
「
地
域
歳
末
た
す
け

あ
い
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

募金の種類 募金期間 募金が使われる時期募金の目的
赤い羽根
共同募金
(一般募金)

身近な地域の課題解決に取り組
む民間団体を支援する募金です。

新たな年を迎える時期に、支援を
必要としている人々が安心して
暮らすことができるよう実施して
いる募金です。

翌年度に民間の団体へ
助成します。

当年度に生活困窮者や
支援を必要とする方を
対象とした活動へ助成
します。

10月1日～3月31日
までの6ヶ月

12月1日～31日
までの1ヶ月

歳末たすけ
あい募金

令和4年度中央競馬馬主社会福祉財団
助成金決定のお知らせ

　この助成金は、中央競馬の馬主間で社会福祉に貢
献したいという機運と、競馬に対する認識を高める
ことを目的に、競馬賞金の一部を拠出し助成事業を
行っています。

「
赤
い
羽
根
空
の
第
一
便
伝
達
式
」

「
空
の
美
ら
島
便
伝
達
式
」を
開
催

よ
び
中
央
共
同
募
金
会
会
長
、
沖

縄
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
赤
い

羽
根
が
運
動
初
日
の
10
月
１
日
に

届
け
ら
れ
、
共
同
募
金
運
動
へ
の

関
心
を
高
め
る
機
運
を
作
り
だ
し

て
い
ま
す
。

　
那
覇
市
で
伝
達
を
受
け
た
湧
川

昌
秀
沖
縄
県
共
同
募
金
会
会
長
は

「
つ
な
が
る
こ
と
が
難
し
い
中
に

あ
っ
て
も
、
つ
な
が
る
こ
と
を
あ

き
ら
め
ず
、
孤
立
・
孤
独
の
問
題

に
取
り
組
む
活
動
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
『
つ
な
が
り
を

絶
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り
』
を
助

成
テ
ー
マ
と
し
、
県
民
各
位
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

客室乗務員からメッセージの伝達

1
2
3
4
5
6
7

（公社）沖縄県母子寡婦福祉連合会
（福）大成福祉会
（福）喜寿会
（特非）子育て応援隊いっぽ
（特非）南風原障がい者支援センター
（特非）やえせ
（福）たまん福祉会

1,000,000円
1,000,000円
1,000,000円
970,000円
510,000円
140,000円
510,000円
5,130,000円

団　体　名

合　　　計

助成金額
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お問い合わせは。。。
沖縄県共同募金会
那覇市首里石嶺町4-373-1
沖縄県総合福祉センター西棟4階
TEL（098）882-4353
FAX（098）882-4270
https://www.okishakyo.or.jp/

りゅうちゃん子どもの希望
募 金

子
ど
も
た
ち
の

〝
安
心
し
た
生
活
〞と〝
未
来
を
応
援
〞す
る

 
 
 

民
間
団
体
の
取
組
み
を
応
援
！

　
わ
が
国
で
は
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
に
陥
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
沖
縄
で
は
全
国
最
下
位
の
県
民
所
得
や
生
活
コ
ス
ト
の
割
高
か
ら
、
貧
困
率
は
全
国

平
均
の
２
倍
と
高
く
な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
い
現
状
で
す
。

　
琉
球
新
報
社
と
沖
縄
県
共
同
募
金
会
で
は
、
こ
の
現
状
を
解
消
し
た
い
と
平
成
27
年
度

か
ら
「
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
子
ど
も
の
希
望
募
金
」
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
食
堂
や
無
料
学
習

塾
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
応
援
す
る
目
的
で
募
金

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

助成団体からのメッセ～ジ
　子ども食堂は孤立する子どもたちの居場所となっ
ていると同時に、ひとり親の育児の悩みを相談でき
る場所となっています。

助
成
団
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
〜
ジ

　
学
校
で
も
家
庭
で
も
な
い
居
場

所
で
、
社
会
の
現
状
や
課
題
解
決

を
学
べ
ま
し
た
。

義
援
金
は
①
令
和
４
年
８
月
大
雨

災
害（
青
森
・
山
形
・
新
潟
・
石
川
・

福
井
）②
令
和
４
年
７
月
大
雨
災

害
・
宮
城
③
令
和
４
年
台
風
15
号

災
害
静
岡
県
で
す
。振
込
に
つ
い

て
は
、
沖
縄

県
共
同
募
金

会
ま
で
、
電

話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
昨
年
と
一
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の

た
め
開
催
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た

が
、
全
日
本
空
輸
㈱
の
ご
協
力
に

よ
り
那
覇
市
で
「
赤
い
羽
根
空
の

第
一
便
伝
達
式
」、
日
本
ト
ラ
ン

ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空
㈱
の
ご
協
力

に
よ
り
石
垣
市
と
宮
古
島
市
で

「
赤
い
羽
根
空
の
美
ら
島
便
伝
達

式
」を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
伝
達
式
は
共
同
募
金
運
動
の

広
報
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
全
国
で
行

わ
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
大
臣
お

　
共
同
募
金
会
で
は
、
国
内
で
発

生
す
る
災
害
に
対
し
て
義
援
金
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
義
援
金
は
、
災
害
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
方
へ
の
見
舞
金
と
し
て
、

被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
の
再
建
を

支
え
る
資
金
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
30
日
現
在
受
け
付
け
中
の

災
害
義
援
金
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
！

赤
い
羽
根
共
同
募
金
と

　
　歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

●募金期間は通年です。
●同一金融機関の窓口での振込みに限り、振込手数料が
免除されます。
●法人、個人の寄付者の方は税金の優遇措置がうけられま
す。（くわしくは、本会のホームページをご覧ください）

口座名義【各金融機関共通】

社会福祉法人沖縄県共同募金会 会 長　湧 川 昌 秀
シャカイフクシホウジンオキナワケンキョウドウボキンカイ  カイチョウ　  ワク ガワ マサ ヒデ

銀行名 支店名 種類 口座番号
琉球銀行

沖縄銀行

沖縄海邦銀行

沖縄県農業協同組合

コザ信用金庫

石嶺

石嶺

汀良

首里

安里

476739

1550468

0264480

0047634

0019262

普通

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
戦
後

間
も
な
い
昭
和
22
年
に
市
民
が
主

体
の
民
間
運
動
と
し
て
始
ま
り
、

社
会
福
祉
法
に
基
づ
い
て
地
域
福

祉
推
進
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
化

の
な
か
で
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

出
来
る
よ
う
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良

く
す
る
し
く
み
」
と
し
て
募
金
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
共

同
募
金
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
通
じ

て
呼
び
か
け
て
い
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳

末
た
す
け
あ
い
」
と
、
市
町
村
を

単
位
に
民
生
委
員
児
童
委
員
や
社

会
福
祉
協
議
会
等
が
中
心
と
な
り

行
っ
て
い
る
「
地
域
歳
末
た
す
け

あ
い
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

募金の種類 募金期間 募金が使われる時期募金の目的
赤い羽根
共同募金
(一般募金)

身近な地域の課題解決に取り組
む民間団体を支援する募金です。

新たな年を迎える時期に、支援を
必要としている人々が安心して
暮らすことができるよう実施して
いる募金です。

翌年度に民間の団体へ
助成します。

当年度に生活困窮者や
支援を必要とする方を
対象とした活動へ助成
します。

10月1日～3月31日
までの6ヶ月

12月1日～31日
までの1ヶ月

歳末たすけ
あい募金

令和4年度中央競馬馬主社会福祉財団
助成金決定のお知らせ

　この助成金は、中央競馬の馬主間で社会福祉に貢
献したいという機運と、競馬に対する認識を高める
ことを目的に、競馬賞金の一部を拠出し助成事業を
行っています。

「
赤
い
羽
根
空
の
第
一
便
伝
達
式
」

「
空
の
美
ら
島
便
伝
達
式
」を
開
催

よ
び
中
央
共
同
募
金
会
会
長
、
沖

縄
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
赤
い

羽
根
が
運
動
初
日
の
10
月
１
日
に

届
け
ら
れ
、
共
同
募
金
運
動
へ
の

関
心
を
高
め
る
機
運
を
作
り
だ
し

て
い
ま
す
。

　
那
覇
市
で
伝
達
を
受
け
た
湧
川

昌
秀
沖
縄
県
共
同
募
金
会
会
長
は

「
つ
な
が
る
こ
と
が
難
し
い
中
に

あ
っ
て
も
、
つ
な
が
る
こ
と
を
あ

き
ら
め
ず
、
孤
立
・
孤
独
の
問
題

に
取
り
組
む
活
動
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
『
つ
な
が
り
を

絶
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り
』
を
助

成
テ
ー
マ
と
し
、
県
民
各
位
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

客室乗務員からメッセージの伝達

1
2
3
4
5
6
7

（公社）沖縄県母子寡婦福祉連合会
（福）大成福祉会
（福）喜寿会
（特非）子育て応援隊いっぽ
（特非）南風原障がい者支援センター
（特非）やえせ
（福）たまん福祉会

1,000,000円
1,000,000円
1,000,000円
970,000円
510,000円
140,000円
510,000円
5,130,000円

団　体　名

合　　　計

助成金額

福祉情報おきなわ2022.11.111
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【写真左から2人目】
福山商事株式会社　
　取締役　宮城　亨　様
【写真左から1人目】
福山商事株式会社　
　紙業部部長　照屋　喜一郎　様
【写真右から2人目】
　本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
　本会 常務理事 嘉陽 孝治

【写真左】　　　　　　　
JTB協定旅館ホテル連盟
　沖縄支部連合会　
　会長　平良　朝敬　様
【写真右】
　本会 事務局長 高良 正樹

JTB協定旅館ホテル連盟
　　　　沖縄支部連合会様
JTBレキオス会様（9.27）福山グループ様（9.20）

【写真左】
一般社団法人
沖縄県軍用地等地主会連合会　
　会長　又吉　信一　様
【写真右】
本会 常務理事 嘉陽 孝治

沖縄県軍用地等地主会連合会様（9.16）

【写真右から1人目】
沖縄県子ども生活福祉部
　生活企画統括監
　大城　清二　様
【写真右から3人目】
本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から2人目】
本会 事務局長 高良 正樹

【写真左から2人目】
合資会社沖縄実業　
　支配人　宮里　研作　様
【写真左から1人目】
合資会社沖縄実業　
　室長　藤本　勲　様
【写真右から4人目】
沖縄県子ども生活福祉部
　部長　宮平　道子　様

表紙の作品
「平家物語 祇園精舎の鐘の聲」

作成者 :上地 恵美子さん

寄附・寄贈者芳名（８月１日～９月30日）
ご寄附・ご寄贈いただき、誠にありがとうございました。

　
上
地
　
恵
美
子
さ
ん（
70
）は
、

書
を
書
い
て
い
た
兄
の
影
響
と
、

「
人
柄
が
表
れ
る
宛
名
書
き
を

品
よ
く
書
き
た
い
」と
思
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
書
を
始
め
ま

し
た
。

　
題
材
と
な
っ
た『
平
家
物
語
』

を「
調
和
体
だ
と
読
み
書
き
が

流
暢
に
出
来
る
か
な
、仮
名
交

じ
り
で
読
み
や
す
く
よ
り
親
し

め
る
か
な
？
」と
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
制
作
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　「
世
の
中
の
も
の
は
変
化
し
、

い
つ
か
は
衰
え
、滅
び
る
こ
と
も

あ
る
。自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
、

生
き
な
さ
い
！
作
品
自
体
が
問

い
か
け
る
。自
分
に
対
す
る
悟

り
か
な
」と
、自
身
と
対
話
し
な

が
ら
制
作
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
自
分
に
出
来
る
範
囲
の
こ
と

を
し
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
」

と
、俳
句
や
三
線
も
楽
し
み
な

が
らenjoy

さ
れ
て
る
上
地
さ

ん
で
す
♪

いのちの初夜　著者：北條　民雄

　若くしてハンセン
病と判断された著
者、北條民雄。今で
はハンセン病は治
癒する病気の１つに
なりましたが、北條
が 活 躍 し た ころ
（1935年～1937
年）は効果的な治
療薬もなく、顔や手足に病変が現れるこ
とから恐れられ、大きな差別と偏見を
もって見られていました。
　主人公である尾田高雄は23歳の青年
で、作者の北條民雄とほぼ等身大の人物
に設定されています。死と隣り合わせの
状況で見つめた「いのち」と「文学」。
コロナ禍の現在に、改めて「生命とは何
か」「自分自身の差別意識とは何か」と
考えさせられる１冊です。ぜひ沢山の
方々に読んで頂きたいです。

社会福祉ライブラリーから

本の紹介

写
真
掲
載
以
外
の
寄
附
・

寄
贈
者
芳
名

●
沖
縄
タ
オ
ル
工
業
株
式
会
社

※

本
会
へ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

総
務
企
画
部
ま
で

合資会社 沖縄実業様（9.28）

生活協同組合コープおきなわ様
宜野湾市社会福祉協議会様（8.9）

作品名

【写真左から1人目】
生活協同組合コープおきなわ　
　代表理事・理事長　川越　雄一郎　様
【写真左から2人目】
宜野湾市社会福祉協議会　
　会長　伊佐　友孝　様
【写真右から2人目】
本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会 常務理事 嘉陽 孝治
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沖 縄 県 社 会 福 祉 協 議 会
沖 縄 県 共 同 募 金 会

〒903-8603　那覇市首里石嶺町 4-373-1
（県総合福祉センター内）

TEL:098-887-2000　FAX:098-887-2024
ホームページ　https://www.okishakyo.or.jp/

広報誌「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

 

【
特
集
】

　
福
祉
の
人
材
確
保
と
普
及
啓
発

 

【
サ
ン
ク
ス
運
動
関
連
】
『
福
ふ
く
フ
ァ
ー
ム
』

　
が
行
う
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
（
浦
添
市
）

 

【
施
設
紹
介
】
天
願
こ
ど
も
園

 

『
令
和
４
年
度 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
生
活
支
援
員
研
修
会
』
に
つ
い
て
、

　
県
知
事
手
交
式
に
つ
い
て

　
私
た
ち
『
新
人
職
員
』
で
す
！

 

【
ふ
く
し
＆
○
○
】
依
存
症
回
復
施
設
で
行
う
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
、

 

「
介
護
の
日
」
に
つ
い
て

　
浦
添
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
子
ど
も
支
援
活
動

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
、

　
り
ゅ
う
ち
ゃ
ん
子
ど
も
の
希
望
募
金
に
つ
い
て

　
寄
附
者
芳
名
、
表
紙
の
作
者
の
ご
紹
介
　
他

25 4

78910

2022.11.1

作
品
名
：「
平
家
物
語 

祇
園
精
舎
の
鐘
の
聲
」

　
　
　 （
第
12
回
か
り
ゆ
し
美
術
展
　書
の
部
／
奨
励
賞
）

作
成
者
：
上
地
　惠
美
子
さ
ん
（
宮
古
島
市
）
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